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出所)ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

Ｊ－ＲＥＩＴ見通し

 2月のJ-REIT(東証REIT指数)は、前月末比－0.26%の1,700.49ポイントで引けました。
 2月のJ-REITは、中旬までは国内長期金利が上昇したことを嫌気し下落が続きました。その後は、月末に向けて国内長
期金利が低下基調となると値を戻す展開となりました。

 3月のJ-REITは、引き続き日銀の金融政策と国内長期金利の動向に左右されやすい展開が続くと予想されます。

【 東証ＲＥＩＴ指数(配当除き)の推移 】 【 Ｊ－ＲＥＩＴの予想配当利回りと新発10年国債金利、スプレッド 】


